






要約 川崎病による冠動脈障害に対する薬剤治療効果について,対象 51例を前視的に 3群

の薬剤治療群に分け,1 年間隔での冠動脈造影による計測から判定した。その結

果,Flurbiprofen が狭窄進展阻止において優り,かつ動脈瘤退縮を来す率が高くないこと

から,3 群の中ではもっとも選択すべきものと結論された。 


